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「 望 遠 鏡 ・ 双 眼 鏡 」 製 品 分 類 別 基 準  （ P C R 番 号 ： C T - ０ １ ）   

 
       

注 ）  こ の 基 準 は ､ エ コ リ ー フ プ ロ グ ラ ム 実 施 用 に 作 成 さ れ た も の で す ｡ 無 断 で ､ 一 部 又 は 全 部 を ､ 他 の 目 的 で 使

用 す る こ と を 禁 止 致 し ま す ｡   

N o .  大 項 目  中 項 目  小 項 目  要 求 事 項  

１  

P C R 制 定

の 前 提  

製 品  

定 義  

 

対 象 物 を光 学 的 に拡 大 して見 る機 能 を有 する望 遠 鏡 （双 眼 鏡 を

含 む） 

 

・ ライフルスコープを除く。 

・ 測 距 機 能 を主 目 的 とした製 品 は除く。 

・ ナイトビジョンを含む。 

 

２  

範 囲  

 

１．評 価 の範 囲  

・最 小 単 位 に含 まれる本 体 と機 能 を果 た すための付 属 品 ・ 包 装 ・

マニュアル類 。 

・ 接 眼 レ ン ズ が 交 換 可 能 な 倍 率 変 換 式 望 遠 鏡 に お い て は 、

代 表 的 な一 つ以 上 の接 眼 レンズの負 荷 について開 示 する。 

・架 台、三 脚 は含めない。本 体 （鏡 筒）のみを評 価 の対 象 とする。 

 

２．ラベル添 付 製 品 について 

接 眼 レ ン ズ が 交 換 可 能 な 倍 率 変 換 式 望 遠 鏡 に お い て は 、

下 記 構 成 のいずれについてもラベル添 付 を可 とする。 

（１） 本 体 単 体  

（2）    本 体 単 体 ＋付 属するすべての接 眼レンズ 

 

３  ス テ ー ジ  全 ステージを対 象 とする。 

４  

製 品 デ ー

タ  

シ ー ト  

（ L C I 入 力

デ ー タ ）  

製 造 ス テ  

ー ジ 情 報  

（ 製 品  

情 報 ）  

製 品 材 料  

または 

原 料 構 成  

1. 部 品 等 A 扱 いの部 品 (加 工 ・組 立 負 荷 を自 身 で把 握 する部 品 ) 

下 記 の光 学 部 品  

①対 物レンズ ②プリズム ③接 眼レンズ 

データ収 集 範 囲 は原 材 料 から単 部 品 として完 成 するまでとする。 

 

2. 材 料 分 類  

鉄 材 ・アルミニウム合 金 ・マグネシウム合 金 、その他 金 属 、熱 可 塑

性 樹 脂 ・熱 硬 化 性 樹 脂 ・ゴム・ガラス・紙 ・木 材 ・実 装 回 路 基 板 ・

電 池 とし、それ以 外 は使 用 する原 単 位 名 を記 載 する。 

 

3.資 源 投 入 量  

製 品 となった段 階 の材 料 質 量 とする。 

製 品 質 量 の９０％以 上 の材 料 を種 類 別 に分 類 し残 りは比 例 配 分

して１００％換 算 する。 

 

４．製 品 データシートの内 訳  

 接 眼 レンズが交 換 可 能 な倍 率 変 換 式 望 遠 鏡 においては、本 体 と

接 眼 レンズのそれぞれのデータシートを作 成 。以 下 、第 ５～８項 に

ついても同 様 に記 載。 

 

5.オープンリサイクル/リユース 

オープンリサイクル/リユースを含 む場 合 は次 の項 目 に注 意 して

各 社 で妥 当 と判 断 されるシナリオを設 定 して計 上 できる。      

なお設 定 根 拠 の妥 当 性 は検 証 の対 象 となる。 

(1) 「間 接 影 響 」範 囲 とする工 程  

(2) 「間 接 影 響 」範 囲 内 の控 除 ・負 荷  
 



 

2 

N o .  大 項 目  中 項 目  小 項 目  要 求 事 項  

５  

製 造 ス テ  

ー ジ 情 報  

（ 製 造 サ イ ト

情 報 ）  

投 入 ・ 消

費 ・ 排 出

さ れ る 物 質

と エ ネ ル ギ

1. 投 入 ・消 費 項 目  

電 力 ・ A 重 油 ・ 軽 油 ・ 灯 油 ・ ガ ソ リ ン ・ LNG （ 都 市 ガ ス ） ・ LPG ・  

都 市 用 水 ・工 業 用 水 ・地 下 水  

 

2. 排 出 項 目  

特 定 せず、各 社 で重 要 と判 断したものを記 載 する。 

 

3. 輸 送 負 荷  

原 則 として、投 入 物 質 (原 材 料 ・エネルギー)の輸 送 負 荷 は計 上し

ない。 

光 学 系 部 品 と主 要 な実 装 回 路 （4-1項 aで定 義 ）についての製 造

サイト間 の海 外 輸 送 負 荷 は計 上 する。 海 外 陸 上 輸 送 は第 6項

における物 流 ステージ負 荷  （最 終 製 品 輸 送 ）と同 等 以 上 であれ

ば計 上する。 
 

4. 副 産 物 ・副 資 材  

計 上しない。 

 

６  
物 流 ス テ ー

ジ 情 報  

製 品 の  

輸 送 条 件

1. 国 内 輸 送  

手 段 ・積 載 率 は、各 社 が設 定 するモデルに基 づく。 

製 造 拠 点 (または輸 入 拠 点 )から使 用 場 所 までの総 輸 送 距 離 は

100km として算 定 する。 

 

2. 海 外 -国 内 間 の輸 送  

海 外 陸 上 ・ 海 上 ・ 航 空 の 各 輸 送 に つ い て 計 上 し 、 総 距 離 数 、  

トラック積 載 率 等 は各 社 の設 定 による。 

 

３.製 品 物 流 時 の集 合 梱 包 材 の負 荷  

考 慮しない。 
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N o .  大 項 目  中 項 目  小 項 目  要 求 事 項  

７  

使 用  

ス テ ー ジ  

情 報  

製 品 の  

使 用 条 件

1. 使 用 期 間  

７年 とする。 

 

2. 電 池 使 用 個 数 の算 出  

下 記 条 件 のもと７年 間 で消 費 される電 池 の個 数 を各 社 設 定 する。

端 数 切 り上 げの整 数 とする。 

 

ａ．観 察 時 間 の設 定  
 使 用 年

数(注)
観 察 時 間 

双 眼 鏡 ７ 1 時 間/日×5 日/月 ×12 月/年
望 遠 鏡 ７ 1 時 間/日×5 日/月 ×12 月/年
ス ポ ッ テ ィ ン
グスコープ

７ 1 時 間/日×5 日/月 ×12 月/年

ナイトビジョン ７ 1 時 間/日×5 日/月 ×12 月/年

注 ：減 価 償 却 年 数 ベースで考 慮 
 

ｂ．観 察 時 の電 力 投 入 時 間 
 防 振 照 明 暗 視 
双 眼 鏡 ６分/日(注) ６分/日(注)  

望 遠 鏡  １時 間/日  

スポッティング
スコープ

   

ナイトビジョン   １時 間/日 

注 ：観 察 時 間 の 10％とする。 
 

3. 使 用 ステージで消 費する電 池 の扱 い 

現 時 点 での電 池 回 収 率 実 態 を考 慮し、本 PCR ではリサイクルは

考 慮 せず不 燃 物 として扱 うこととし、その廃 棄 負 荷 は一 般 廃 棄

物 シナリオに従 い、使 用した電 池 の実 重 量より算 出 する。 

 

８  

廃 棄 ・ リ サ  

イ ク ル  

ス テ ー ジ  

情 報  

製 品 の 廃

棄 ・ リ サ イ  

ク ル 条 件

1. 本 体 ・電 池  

不 燃 物 として一 般 廃 棄 物 処 理 シナリオに従う。 

 

2. 包 装 材 料  

紙 類 は可 燃 物 として扱う。  

 

９  製 品 環 境

情 報 デ ー

タ シ ー ト  

（ P E I D S ）  

イ ン ベ ン ト リ

分 析  
L C I 計 算 式

1.製 品 環 境 情 報 データシート （PEIDS）の内 訳  

接 眼 レンズが交 換 可 能 な倍 率 変 換 式 望 遠 鏡 においては、本 体 と

接 眼 レンズのそれぞれのデータシートを作 成 。以 下 、第 １０項 につ

いても同 様 に記 載。 

 

2.電 池 の製 造 負 荷 算 定 方 法  

エコリーフが提 供 するアルカリマンガン乾 電 池 の製 造 原 単 位 Ｕ

(/kg)、対 象 となる電 池 の公 称 電 圧V (volt)、公 称 放 電 容 量A 

(mAh)より、以 下 の式 で算 定 してよい。 根 拠 は巻 末 注 記 を参 照 の

こと。 

U×V×A×47/3,900,000 

 

3.オープンリサイクル/リユースを含 む場 合 は間 接 影 響 と直 接 影 響 に

分 離して計 算 し、このうち間 接 影 響 分 を「リサイクル効 果」として表

現 する。PEIDS では間 接 影 響 の合 計 を「リサイクル効 果」欄 に記

載 する。 
 

1 0  
イ ン パ ク ト  

評 価  

カ テ ゴ リ  

追 加  

「オゾン層 破 壊 」と「富 栄 養 化 」の項 目 は含 めない。 



 

4 

N o .  大 項 目  中 項 目  小 項 目  要 求 事 項  

1 1  

内 訳 デ ー

タ  

シ ー ト  

（ 製 品 デ ー

タ シ ー ト 関

連 ）  

デ ー タ 加 工  
ア ロ ケ ー  

シ ョ ン  

統 一 せず、各 社 で適 宜 決 定 する。 

1 2  

デ ー タ 収 集  

収 集 範 囲

新 製 品 の場 合 などでまだ実 績 データが把 握 できない場 合 は、  

設 計 時または計 画 時 の条 件 を含むデータ(含 む原 単 位)で代 用し

てもよい。実 データが収 集 された段 階でラベルを補 正 する。 

 

1 3  
カ ッ ト オ フ

ル ー ル  

組 立 負 荷 についてカットオフを適 用 する場 合 は、その旨 を明 記

し、かつその理 由 を明 確 にする。 

1 4  
内 訳 デ ー

タ  

シ ー ト  

（ P E I D S  

関 連 ）  

デ ー タ  

ベ ー ス  

原 単 位  

デ ー タ ベ ー ス

の 選 定  

1. 実 装 する部 品 ⇒実 装 回 路 基 板  

2. ハーネス⇒Cu 板  

3. 小 型 モーター⇒電 磁 鋼 板  

4. 電 池 (一 次 、二 次 共 )⇒アルカリマンガン電 池 （該 当 電 池 のエコリ

ーフ原 単 位 が制 定 された場 合 にはそれを優 先 ） 

5. マグネシウム合 金 ⇒ステンレス鋼 板 の製 造 原 単 位 と非 鉄 プレスの

加 工 原 単 位 から算 出  

1 5  

原 単 位  

デ ー タ ベ ー ス

の 追 加  

なし 

1 6  
特 性 化 係

数 の 追 加  
なし 

1 7  
製 品 環 境  

情 報  
製 品 仕 様   

1. 方 式  

2. 倍 率(接 眼 レンズ焦 点 距 離 ) 

3. 対 物 レンズ有 効 径(対 物 レンズ焦 点 距 離 ) 

4. 実 視 界  

5. アイレリーフ 

6. 機 能  

7. サイズ 

8. 質 量  

 

接 眼 レンズが交 換 可 能 な倍 率 変 換 式 望 遠 鏡 においては、以 下 を付

記 する。 

・ 接 眼 レンズについての製 品 型 式 など製 品 を特 定 できるものを記

載  

・ 接 眼 レンズ質 量 を本 体 質 量 と分 けて記 載  

 

【補 足】 

1. ポロ・ダハ・CF・IF・屈 折 ・反 射 ・直 視・アングルなど表 示  

2. (接 眼 レンズ焦 点 距 離)は任 意 表 記  

3. (対 物 レンズ焦 点 距 離)は任 意 表 記  

4. 度 表 示  

5. mm 表 示  

6. AF・防 振 ・防 水 など任 意 表 記  

7. 適 宜 表 示  

(長 さ・外 径・厚 さ・縦 ・横 ・高 さなど) 

8. 適 宜 表 示(g、kg など) 

 

計 算 は代 表 的 な接 眼レンズ付 きで実 施  

その他、同 梱 品 は注 記 にて記 述  
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N o .  大 項 目  中 項 目  小 項 目  要 求 事 項  

1 8  
デ ー タ 公 開

内 容  
 

1. 必 須 記 載 項 目 ： 

・ 温 暖 化 負 荷 (ＣＯ2 換 算) 

・ 酸 性 化 負 荷 (ＳＯ2 換 算)エネルギー消 費 量  

 

2. 接 眼 レンズが交 換 可 能 な倍 率 変 換 式 望 遠 鏡 においては、別 紙

に従 いグラフ表 記 する。また、接 眼 レンズを選 定 し代 表 として情

報 を開 示 する場 合、選 定 理 由 を記 載 する。 

 

3. 使 用 期 間 の設 定  

使 用 期 間 （7 年 間 ・電 力 投 入 時 間 ）を記 載 する。 

 

4. D セクションの製 品 写 真 は、No2-範 囲 (2.)で記 載 の製 品 対 象 の

ものを掲 載 すること、単 体 の写 真 が無 い場 合 は、E セクション

下 に対 象 外 の製 品 部 品 を明 記 すること。 

 

5. 表現方法 

文章、表、グラフいずれの選択も自由とする。 

オープンリサイクル/リユースを含む場合は 

・ 「リサイクル効果」は実際に発生した負荷とは統合せず

に、独立して表示する。 

1 9  

そ の 他 環

境 関 連 情

報  

選 択 記 載

項 目  
 

1. タイプⅠ/Ⅲの環 境 ラベル 

2. ISO14001 認 証 の取 得  

3. 国または工業会等の認証・認定・表彰 

4. 有害物質 
 

 

P C R レ ビ ュ ー の 実 施  

レ ビ ュ ー 実 施 日 （ 制 定 ）  2 0 0 5 / 7 / 2 8  

有 効 期 限  2 0 1 4 / 3 / 3 1  

エ コ リ ー フ 審 議 委 員 会  代 表 ： 内 山  洋 司  所 属 ： 筑 波 大 学 大 学 院  

  
本 P C R の 改 訂 等 履 歴

 実 施 日   訂 番   実 施 内 容   

2 0 0 5 / 7 / 2 8  0 1  制 定  

2 0 1 1 / 4 / 1   更 新  

 

【 電 池 製 造 負 荷 の 算 出 方 法 と 計 上 ｽ ﾃ ｰ ｼ ﾞ に 関 す る 注 記 】  ﾃ ﾞ ｼ ﾞ ﾀ ﾙ ｶ ﾒ ﾗ ( P C R 番 号 ： A P - 0 3 ) よ り 引 用  
 

デ ジ タ ル カ メ ラ で は 、 主 に リ チ ウ ム 系 の 様 々 な 一 次 / 二 次 電 池 が 利 用 さ れ る 。  と こ ろ が 現 在 エ コ リ ー フ 共 通

原 単 位 と し て 使 用 可 能 な の は ア ル カ リ マ ン ガ ン 電 池 と マ ン ガ ン 電 池 （ 一 次 電 池 ） 、 鉛 蓄 電 池 （ 二 次 電 池 ） の

み で あ り 、 個 々 の タ イ プ の 電 池 の 製 造 負 荷 は 直 接 算 定 で き な い 。  そ こ で 各 種 電 池 の 製 造 負 荷 は 、 蓄 え ら れ

る 電 力 量 （ 電 圧 × 放 電 電 流 総 量 ） と の 相 関 が あ る と の 考 え か ら 、 各 種 電 池 の 製 造 負 荷 を 下 記 の 手 順 で 算

定 す る こ と と 定 め た 。  

 

１ ．  各 社 機 種 の 公 開 デ ー タ の 平 均 値 に よ れ ば 、 カ メ ラ 用 と し て 代 表 的 な リ チ ウ ム 電 池 で あ る C R 1 2 3 A  ( 公 称

電 圧 ： ３ Ｖ  公 称 放 電 容 量 :  1 , 3 0 0 m A h )  1 本 を 使 用 し た 場 合 と 、 L R 6  （ 単 三 型 の ア ル カ リ マ ン ガ ン 乾 電

池 ：  公 称 電 圧 1 . 5 V ）  ２ 本 を 直 列 に 使 用 し た 場 合 の 撮 影 枚 数 は ほ ぼ 同 じ で あ る こ と よ り C R 1 2 3 A の 製 造

負 荷 は L R 6  2 本 分 に 相 当 す る と み な す こ と と す る 。  す な わ ち 、 エ コ リ ー フ が 提 供 す る ア ル カ リ マ ン ガ ン 乾 電

池 の 製 造 原 単 位 Ｕ ( / k g ) を 用 い 、 以 下 の 式 で C R 1 2 3 A の 製 造 負 荷 を 算 定 す る 。  

 

    Ｃ Ｒ １ ２ ３ Ａ の 製 造 負 荷 ＝ Ｌ Ｒ ６ を ２ 本 分  （ 公 称 質 量  2 3 . 5 g / 本 × 2 ）  の 製 造 負 荷   

＝  Ｕ × 2 3 . 5 × 2 / 1 , 0 0 0  …  Ｌ  

 

こ れ よ り 、 本 P C R 対 象 製 品 で 使 用 す る 様 々 な タ イ プ の 電 池 の 製 造 負 荷 は 、 C R 1 2 3 A の 製 造 負 荷 を 基 準 と し

て 、 そ れ ぞ れ の タ イ プ の 公 称 電 圧 V  ( v o l t ) 、 公 称 放 電 容 量 A  ( m A h )  と の 相 関 を 考 慮 し て 以 下 の 式 で 算 定
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す る こ と と す る 。  

 

    対 象 電 池  一 本 の 製 造 負 荷  ＝  Ｌ × （ Ｖ / 3 ） × （ Ａ / 1 , 3 0 0 ）  =  U × V × A × 4 7 / 3 , 9 0 0 , 0 0 0  

 

 

 

参 考 ：  電 圧 、 放 電 容 量 等  参 考 デ ー タ  （ 以 下 の リ ス ト に 無 い 型 式 の も の は 電 池 メ ー カ か ら 資 料 を  

入 手 し 利 用 す る こ と 。 ）  

     C R 2 ： 3 V  7 5 0 m A h 、 C R 1 2 3 A ： 3 V  1 , 3 0 0 m A h 、 2 C R 5 :  6 V  1 , 3 0 0 m A h 、 C R - V 3 p ： 3 V  3 , 0 0 0 m A h  

 

２ ．  電 池 関 連 の 環 境 負 荷 の 計 上 ス テ ー ジ は 以 下 に 従 う こ と と す る 。  

・  製 品 同 梱 分 の 製 造 負 荷 ＞ 製 造 ス テ ー ジ  

・  使 用 時 交 換 分 の 製 造 負 荷 ＞ 使 用 ス テ ー ジ  

・  使 用 期 間 中 に 廃 棄 さ れ る 分 の 廃 棄 負 荷 ＞ 使 用 ス テ ー ジ  
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別 紙  

 

接 眼 レンズを分 離 できて交 換 可 能 な製 品 について  

 ・ 様 式 １ に お い て 本 体 単 体 販 売 品 、 本 体 ＋ 接 眼 レ ン ズ 販 売

品 、ともに下 記 グラフ表 記 方 法 とする。  

代 表 的 な 接 眼 レ ン ズ * * * * の 負 荷 量 を 算 出 し て い ま す 。  

 

各ステージの温暖化負荷　ＣＯ2換算

0

1

2

3

4

5

6

素材製造 製品製造 物流 使用 廃棄

接眼レンズ

本体

[ kgeq ]



 

 

2008 年 5 月 1 日の規程改訂により、製品分類別基準（PCR)の項目の順番が変更された。 

本 PCR は規定改訂前に制定されたものであるため、以前の項目の順番としている。 

以下に、規程改訂前後の PCR 項目の対応関係を示す。 

 

 

＜規定改定前の PCR 項目＞                ＜規定改定後の PCR 項目＞ 

No. 規定改定前のPCR項目 No. 規定改定後のPCR項目 関連様式

【LCA調査の範囲の設定とラベル開示の内容】

1 製品の定義 → 1 製品の定義 -

2 製品構成要素と評価単位 → 2 製品構成要素と評価単位 -

3 製品ライフサイクルステージ → 3 製品ライフサイクルステージ -

4 製品の仕様 PEAD

5 LCAデータの公開内容 PEAD

6 新旧製品比較 PEAD

7 その他エコデザイン関連情報 PEAD

【システム領域およびデータ収集条件の設定】

4 原料・部品の構成 → 8 製品の原料・部品構成 内訳DS（製品)、              PDS

5 製造ステージにおけるデータ収集条件 → 9 製品製造ステージにおけるモデル化・データ区分等 内訳DS(製造サイト）、       PDS

6 物流ステージにおけるデータ収集条件 → 10 物流ステージにおけるモデル化・データ区分等 内訳DS(物流)、               PDS

7 使用ステージにおけるデータ収集条件 → 11 使用ステージにおけるモデル化・データ区分等 内訳DS(使用)、               PDS

8 廃棄・リサイクルステージにおけるデータ収集条件 → 12 廃棄・ﾘｻｲｸﾙｽﾃｰｼﾞにおけるモデル化・データ区分等 内訳DS(廃棄・リサイクル)、PDS

9 LCI　FGD/BGD　データ収集/処理 13 カットオフルール 内訳DS(各ステージ）、PDS

10 LCIA　インパクトカテゴリ 14 収集データの品質要件 内訳DS(各ステージ）、PDS

15 収集データのアロケーション 内訳DS(各ステージ）、PDS

11 アロケーション

12 データ収集範囲

13 カットオフルール 【インベントリ計算】

16 LCI　計算の考え方 内訳DS(各ステージ）、PEIDS

14 LCI　BGD　近似代替 17 LCI　共通原単位の使用条件 内訳DS(各ステージ）、PEIDS

15 LCI　BGD　PCR原単位

【ライフサイクル影響評価(特性化）】

16 LCIA　BGD　特性化係数の追加 → 18 LCIA　インパクトカテゴリおよび特性化係数の追加 内訳DS(各ステージ）、PEIDS

17 製品の仕様

18 LCAデータの公開内容

19 その他環境関連情報  
 
 
 

製品分類別基準（PCR)制定規程（R-06)の改訂による 

PCR 項目順の変更について 


